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一一鎮痘薬 

一般名: 臭化プリフィニウム (Prifiniumbromide) 

商品名: パドリン (Padrin)

化学構造式: 1，l-diethyl-3ー(diphenylmethylene)
 
-2-methylpyrrolidinium bromide 
約筋撃縮に対してもアトロピンと同程度の緩解作用を示
す。イヌの骨盤神経電気刺激あるいはアセチルコリン動
脈注射による勝脱収縮に対しても抑制効果を示す。これ
らの効果をあらわす用量の範囲では，心拍数の変動は少
ない。また 4級アンモニウム塩であるが適当量の経口投
与により，その 5""， 10%は消化管より吸収され，あきら
かな有効性を示すという。実験的胃潰湯に対し，アトロ
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LUH ピンと同等あるいはそれをやや上回る抑制効果を示し，
また胃液分泌をも抑制する。自律神経節遮断作用はヘキ
C 
アトロピンおよびスコポラミンによって代表される薬
物は，平滑筋や分泌腺におけるアセチノレコリン受容器に
ついて，アセチルコリンの効果に競合型の拾抗をする。
このような副交感神経機能を抑制する薬物は，臨床上，
腸管の緊張・運動の允進症状をとり除くために，いわゆ
る「鎮痘薬jとして古くから用いられてきた。現在，治
療界において比較的多く用いられているスコポラミン 
-Nー ブチルブロマイド(ブスコパン)と作用態度が相似
たあたらしい鎮痘薬として，臭化プリフィニウム(パド
リン)が登場したが，この薬物が本邦(藤沢薬品中央研
究所)において研究開発されたものであることは評価さ
れてよかろう。
理化学的性質: 臭化プリフィニウムは白色の結品
(または結晶性粉末) で無臭，苦味をもっ安定な物質で
ある。融点は約 2180Cで，旋光性はなく，水にきわめて
よくとける。
薬理作用: 熊田と人見(J ap.J. Pharmacol.， 17， 
90""， 104，1967)による薬理学的研究を中心に，そのおも
な作用をまとめると次のようになる。モルモット摘出腸
管，イヌの胃・空腸の自動運動などに対し，アトロピン
とほぼ同等の抑制効果を示すが，その効果の持続時聞は
短い。ネオスチグミンにより誘発したイヌのオッジ氏括 
(藤沢薬品)
サメトニウム塩 (C6) の約 1/2の効果とみることができ
るが，持続性は短い。イヌ，ネコなどにみられる一過性
の血圧下降は，この節遮断作用によるとみられる。この
種の薬物についてありうべき作用として，唾液分泌抑制
作用があり，これはアトロピンよりむしろ強いが，作用
の持続ははるかに短時間である。また散瞳作用はアトロ
ピンの 1/5以下であると判断される。麻酔効果への協力，
抗けいれん作用，鎮痛作用などはみられず，またアトロ
ピン様薬物であるにかかわらず脳波の徐波化もあきらか
でなく，一般に中枢作用はほとんど無いとみられる。ま
た神経一筋伝達にも特別の作用を示さない。
吸収・排濯および体内分布: 体内では安定で，経口
投与による場合にその大部分は消化管に分布し，次いで
肝臓，腎臓にとどまり，それ以外の臓器への分布はほと
んどみとめられない。また尿中，胆汁中にそのままの形
で排池される。
適応: 胃・腸管のけいれんおよび運動機能允進， 胆
管のけいれんおよび運動障害，尿路のけいれん，などに
おもに用いられる。
副作用: 口渇が多く報告されているが， ほかに眼調 
節障害，瞳孔散大，排尿困難，幅気などがみられる。
用法・用量: 内服では 1日量的....，120mgを3""，4回
に分服する。頓用には 60....90mg，注射では I日I回 
7.5mg (皮下注射)を標準とする。
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